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コ
フ
ロ
ッ
ク
㈱
（
本
社
＝
京

都
府
京
田
辺
市
草
内
当
ノ
木
１

—

３
、
☎︎
０
７
７
４—

62—

４

４
１
１
）
は
、
屋
外
型
ガ
ス
発

生
装
置
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ—

Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｅ
シ
リ
ー
ズ
」
に
、
窒
素
ガ
ス

発
生
装
置
の
11
㎾
・
15
㎾
の
２

機
種
を
追
加
し
、
12
月
よ
り
受

注
・
販
売
を
開
始
し
た
。

　
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ—

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
シ

リ
ー
ズ
」
は
、
２
０
１
８
年
に

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
メ
ー
カ
ー
の
北

越
工
業
㈱
と
共
同
開
発
し
た
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
内
蔵
ガ
ス
発
生
装

置
と
し
て
、
７
・
５
㎾
、
22
㎾

の
２
機
種
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。

発
売
以
来
、
様
々
な
業
界
で
採

用
が
拡
が
っ
て
お
り
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
目
指
す
社
会
に

適
応
し
た
製
品
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
て
き
た
。

　

昨
今
の
地
球
温
暖
化
に
よ

り
、
全
国
各
地
で
猛
暑
を
記
録

す
る
中
、
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場

で
は
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
が
オ
ー
バ

ー
ヒ
ー
ト
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
。
同
製
品
で
は
、

装
置
内
部
を
機
能
ご
と
に
分
け

る
新
設
計
の「
ボ
ッ
ク
ス
構
造
」

を
採
用
。
機
器
間
の
熱
干
渉
を

低
減
す
る
事
で
、
外
気
温
45
度

の
屋
外
環
境
下
に
装
置
を
設
置

し
て
も
連
続
運
転
が
可
能
な
屋

外
設
置
型
と
し
て
開
発
し
た
。

　

屋
外
設
置
を
想
定
し
て
ボ
ン

ネ
ッ
ト
は
防
滴
規
格
Ｉ
Ｐ
Ｘ
３

相
当
と
堅
牢
で
気
密
性
を
保
持

し
、
雨
水
等
の
侵
入
を
最
小
限

に
留
め
る
事
が
で
き
る
。

　

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
も
塩
害
に
強

い
給
油
式
イ
ン
バ
ー
タ
ス
ク
リ

ュ
ー
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
を
採
用

し
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
か
ら
の
排

熱
が
生
産
現
場
や
機
械
室
へ
入

り
込
ま
ず
、
冷
却
用
の
動
力
の

削
減
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
。

　

ま
た
、
屋
外
設
置
の
障
壁
と

な
っ
て
い
た
圧
縮
機
や
冷
却
フ

ァ
ン
等
の
作
動
音
を
騒
音
値

60

dB
以
下
に
抑
え
る
事
に
成

功
。
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
か
ら
排
出

さ
れ
る
ド
レ
ン
水
の
油
分
を
分

離
す
る
油
水
分
離
機
能
も
パ
ッ

ケ
ー
ジ
内
に
標
準
装
備
し
、
ド

レ
ン
処
理
費
用
の
削
減
を
図
る

事
が
で
き
る
。

　

同
製
品
に
関
し
て
は
、
発
生

ガ
ス
と
し
て
窒
素
、
酸
素
、
ク

リ
ー
ン
ド
ラ
イ
エ
ア（
Ｃ
Ｄ
Ａ
）

の
３
種
類
を
品
揃
え
し
て
き
た

が
、
今
回
、
窒
素
ガ
ス
発
生
装

置
の
中
で
も
電
子
部
品
の
リ
フ

ロ
ー
分
野
を
中
心
に
要
望
の
多

か
っ
た
11
㎾
・
15
㎾
の
２
機
種

を
品
揃
え
に
追
加
し
た
も
の
。

　

開
発
設
計
等
の
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
は
そ
の
ま
ま
に
、
共
通
部

品
を
採
用
す
る
事
で
製
造
コ
ス

ト
を
抑
え
、内
部
構
造
を
11
㎾
・

15
㎾
仕
様
に
変
更
し
た
。

　

昨
今
、
窒
素
ガ
ス
発
生
装
置

は
、
Ｌ
Ｇ
Ｃ
や
シ
リ
ン
ダ
ー
の

よ
う
な
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
配
達

が
不
要
で
、
ク
リ
ー
ン
電
力
で

運
用
す
る
場
合
、
Ｃ
O2
排
出
量

が
「
ゼ
ロ
」
と
換
算
さ
れ
る
た

め
、
環
境
保
全
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

関
心
を
持
つ
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
る
。

　

中
で
も
同
製
品
は
、
ガ
ス
使

用
量
に
応
じ
て
吸
着
タ
ン
ク
本

数
を
自
動
で
決
定
し
、
省
エ
ネ

運
転
す
る
「
気

筒
休
止
シ
ス
テ

ム
」
を
さ
ら
に

進
化
さ
せ
、
ガ

ス
発
生
量
に
応

じ
て
余
剰
と
な

る
原
料
空
気
を

圧
縮
空
気
と
し
て
消
費
者
側
に

供
給
す
る
事
が
可
能
。
圧
縮
空

気
を
使
用
し
な
い
場
合
は
制
御

プ
ロ
セ
ス
を
自
動
演
算
す
る
事

で
使
用
ガ
ス
流
量
に
応
じ
た
省

エ
ネ
運
転
を
実
行
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
使
い
過
ぎ
に
よ
る
ガ

ス
純
度
や
露
点
の
低
下
を
起
こ

す
恐
れ
も
な
い
。

　

加
え
て
、
屋
外
設
置
型
の
た

め
、
屋
内
設
置
型
と
比
べ
て
設

置
時
の
搬
入
作
業
が
簡
単
。
屋

内
設
置
に
必
要
な
排
熱
換
気
用

ダ
ク
ト
工
事
や
ド
ラ
イ
ヤ
排
熱

用
換
気
扇
、
配
管
工
事
等
が
不

要
と
な
り
、
初
期
費
用
（
コ
ス

ト
比
較
図
表
参
照
）
を
大
幅
に

抑
え
る
事
が
で
き
る
。
ま
た
、

換
気
扇
等
の
電
気
代
も
不
要
と

な
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の

削
減
に
も
寄
与
す
る
。

　

ち
な
み
に
11
㎾
・
15
㎾
の
窒

素
ガ
ス
の
純
度
は
、
95
〜
99
・

９
９
９
％
。
窒
素
ガ
ス
発
生
量

は
、
11
㎾
の
場
合
、
毎
時
10
〜

41
Ｎ
㎥
。
15
㎾
の
場
合
、
毎
時

15
〜
56
Ｎ
㎥
（
窒
素
ガ
ス
発
生

装
置
の
レ
ン
ジ
表
参
照
）。
販

売
価
格
（
定
価
）
は
、
11
㎾
タ

イ
プ
が
１
６
０
０
万
円
〜
、
15

㎾
タ
イ
プ
が
２
０
０
０
万
円
〜

で
、
初
年
度
20
台
の
販
売
を
見

込
ん
で
い
る
。
来
年
度
に
は
、

同
製
品
の
11
㎾
・
15
㎾
タ
イ
プ

の
酸
素
発
生
ガ
ス
装
置
も
品
揃

え
に
加
え
る
予
定
。

　

な
お
、
同
社
で
は
今
年
１
月

よ
り
、
京
都
本
社
・
本
社
工
場
・

八
幡
工
場
で
使
用
す
る
全
て
の

電
力
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

由
来
の
Ｃ
O2
フ
リ
ー
電
気
に
切

り
替
え
、
電
力
会
社
の
「
再
エ

ネ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
プ
ラ
ン
」
に
加
入
し

た
。
こ
の
よ
う
に
同
社
は
モ
ノ

づ
く
り
で
も
環
境
に
配
慮
し
て

お
り
、
今
後
も
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
な
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
と

し
て
い
る
。
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2022年（令和４年）  12月  5日（月）発行　（８）周辺技術商品特集

屋外型窒素ガス発生装置
「GENE—BASEシリーズ」

「GENE—BASEシリーズ」屋外設置例

屋
外
型
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
内
蔵
ガ
ス
発
生
装
置

「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ—

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
シ
リ
ー
ズ
」

11

kW
・
15

kW
の
２
機
種
を
追
加

コフロック

図. 屋内設置の場合とのコスト比較

表. GENE—BASE 窒素ガス発生装置のレンジ（11kW、15kW）

溶接近傍部のヒュームやスパッタを
局所集じんできる。


